
【第5回大会 ］

8本雌域包括
ケア学会

ハイブリッド開催
く参1JII力法＞

・オンライン参JIii(ZOOMウエピナー）

・会場参1JIl（日本区師会館 9J¥lが党） ※定U100名

Japan Society of Crnmnunity Based Integrated Care 

2024年廣圃時改定とその後の馳域a括ケアシステム構築

お問合せ

開会式
(13:30) 

基調講演
(13 :40) 

シンポジウム①
(14:45) 

シンポジウム②
(16:00) 

総括
(17: 10) 

閉会式(17:25)

開会挨拶 田中 滋氏（日本地域包括ケア学会理事長）

来賓挨拶 松本吉郎氏（日本医師会会長）

「地域包括ケアシステムの具体化について」
座長 鈴木 邦彦氏(8本地域包括ケア学会事務局長）

講演 松田 晋哉氏(8本地域包括ケア学会副理事長）

「介護側が期待する医療との連携強化」
座長 田中滋氏（日本地域包括ケア学会理事長）

シンポジスト 江澤 和 彦 氏(8本医師会常任理事）

東 慾太郎氏（全国老人保健施設協会会長）

大山 知子氏（全国老人福祉施設協議会会長）

柴口 里 則 氏(8本介護支援専門員協会会長）

「地域包括ケアにおける多職種連携

～リハビリ・ロ腔・栄養の一体的提供～」
座長 猪口雄二 氏（全日本病院協会会長）

シンポジスト 高橋 英登氏（日本歯科医師会会長）

高橋 弘枝氏（日本看護協会会長）

中 村 T次氏（日本栄蓑士会代表理事会長）

斉藤 秀之氏（日本理学療法士協会会長）

松田 晋哉氏(8本地域包括ケア学会副理事長）

終了(17:30)

8本地域包括ケア学会運営事務局
医療法人博仁会志村大宮病院内

●学会参加!ff:1,000円（手数料・税込）

●本学会は感染症予防、防止のため会場での参加者数を制限しております。

会場での参加者定員を超える場合は、オンラインでの視聴となります。

TEL.0295-53-2170 共催： 8本医師会後援 ：厚生労働省



| 11水1伎師会館とオンラインのハイプリット1}}lIIji

彎四9昂腎98本地域包括ケア学会
2024年度同時改定とその後の地域包括ケアシステム構築

※会場・オンライン参加のいずれも、下記Peatixサイトからの事前申込となります。

C五―ー込ク） 下記URLまたは記載のQRコードからお申込みください。

受fi締り］は

令{115年

l2HL21:1 
です

一

申込専用URL

https://houkatsu-care2023.peatix.com 

(;)Peatix 
お申込みは Peatixサイトにて受け付けております。

Peatixでのお申込みには Peatixアカウント登録が

必要になります。 また参加黄のお支払いはクレジット

カードやコンビニエンスストアでの支払いとなります。

詳細は Peatixサイトにてご確認ください。

「地域包括ケアシステムの具体化について」

地域包括ケアシステムは「地域、個人、家族が平均像として捉えることができない多元的な社会になること」「地域ごとの格差が拡大していく」ことを前提として

いるため、全国一律ではなく地域の実情にあった仕組みをデザインすることが求められている。その結果、地域包括ケアシステムの将来像を思い描くことが難

しいと感じている地域も多く存在し、取り組みにも差が出てきている。基調講浙では全国で取り組まれている先進的な地域包括ケアシステムの姿を具体的に提

示し、各地域で実現するべき姿を明らかにしていく。

- 「介護側が期待する医療との連携強化」

地域包括ケアシステムを構築するために「在宅医療」や「在宅介護」、「医療・介護連挑」を強化する取り組みが行われている。しかし「医療・介護連携」とは医

療と介護がバラバラに存在することを示す表現であり、2040年までには医療と介護はより「統合」され「多職種連携によるチームケア」となること求められてい

る。本シンポジウムでは特に介設側から期待する医療との述挑を明らかにし、医療と介護の「統合」を見据えた取り組みについて検証していく。

一 「地域包括ケアにおける多職種連携
～リハビリ・ロ腔・栄養の一体的提供～」

高齢者の自立支援・煎度化防止のためには看護師による「病状の経過観察や全身状態の管理」のほかに、歯科医師や歯科衛生士による「口腔機能管理」、

管理栄養士による「栄養管理」、リハピリテーション専門職による「喋下・摂食機能訓練」が一体的に提供されることが直要であり、2024年度の診療報酬改定・

介護報酬改定では、リハピリ・ロ腔・栄養の一体的提供をさらに促進していくことが検討されている。本シンポジウムでは各戦能団体より、具体的な取り組みや

一体的に提供される効果について報告するとともに、より強化された連携のあり方について明らかにしていく。

＊本大会は日本医師会生涯教育講座として認定されております。

本大会は日本医師会生涯教育講座として認定されております。日医生涯教育制度cc(10.12.13)、3単位。

参加証を希望される方は「ZOOMウェビナー」で当日視聴し、大会後お送りするアンケートにご回答ください。

※大会当日に視聴をしたログの確認をいたします。ログの確認ができない場合、

恐れ入りますが参加証の交付はできませんのでご了承ください。後H、事務局より参加証を郵送いたします。

※会場でご参加の方は、当日、参加証を交付いたします。

医師以外の職種で受講証明書をご希望の方は、大会視聴後にお送りするアンケートにご回答ください。

受講証明書を後H、事務局より郵送いたします。

●学会に関するお問合せ：日本地域包括ケア学会運営事務局 0295-53-2170 



 

日本地域包括ケア学会 第５回大会 

ＦＡＸ 参加申込書 
 

ふりがな  

氏名  

事業所名  

TEL  

E-mail 
Zoomの URLをお送りしますの

で視聴するパソコンのメール

アドレスをご記載ください 

 

住所 
 

参加方法 
参加方法に☑してください 

□zoom（オンライン）  □会場（日本医師会館） 

参加費１０００円 
後日、請求書をお送りいたしますので、指定の銀行口座までお振込み

をお願いいたします。 

お振込み手数料は参加者のご負担となります。 

 

 

お問い合わせ 

 日本地域包括ケア学会運営事務局 医療法人博仁会志村大宮病院内 

担当：小野 
  

      電話 ：０２９５－５３－２１７０ 

      メール：ono@hakujinkai.com 
 

 

申込先 

ＦＡＸ：０２９５－５２－２７０５ 
参加申込期限：令和５年１２月１２日（火） 




